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ASHBiは4つの生物学分野と数学・倫理学の融合によって、新しいヒト生物学を創出することを目的としている。ASHBi Fusion Research Grant Program は、異なる分野の若手研究者が2名以上でチームを組み、
自発的な活動を通じた融合研究を推進するために構築された。NIHの審査システムを参考とし、シニア研究者のコメントを軸とした複数回に及ぶ計画書の差し戻しや、チーム再編を含む厳しい審査を行い研究
計画のブラッシュアップに注力している。採択後も、年度末のレポート提出と進捗報告会により、審査員以外の研究者からの意見も取り入れ、計画の途中であっても研究の打ち切りや、支給額の減額も行なって
いる。厳しい審査・評価システムを設けたことで、ただのチャレンジに留まらず、論文発表や特許取得につながる研究成果が生まれている。本ポスターでは、プログラムを通じた取り組みについてご紹介したい。


